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第３回第５次基本計画策定専門調査会配布資料 抜粋 

 

第４次男女共同参画基本計画の達成状況 

５ 科学技術・学術における男女共同参画の推進 

＜主な施策＞ 

１ 科学技術・学術分野における女性の参画拡大、女性研究者・技術者が働き続けやすい研

究環境の整備 

 ○ 国立大学において、女性教員、外国人教員などの多様な人材の確保を含めた人事給与

マネジメント改革を推進しており、改革の進捗状況を運営費交付金の配分に反映させる

等により、各大学の取組みを支援。(文部科学省) 

 ○ 私立大学等経常費補助金の特別補助において、女性研究者の在籍状況や、支援への取

組（保育支援実施、相談体制の整備、ライフイベントに応じた研究を支援する者の配置）

に応じて加算するメニューを設置。(文部科学省) 

 ○ 「ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ」により、研究と出産・育児・介護等と

の両立や研究力向上を通じた女性リーダーの育成など、研究環境のダイバーシティ実現

に向けた大学、研究機関等の優れた取組を支援。(文部科学省) 

 ○ 第４次男女共同参画基本計画で定められた成果目標に沿って、平成 29 年 10 月の日本

学術会議会員及び連携会員の半数改選に伴う選考業務を実施。(内閣府) 

○ 国立女性教育会館において、「大学等における男女共同参画推進セミナー」を開催し、 

男女共同参画推進をとりまく状況と高等教育機関が進むべき方向について、学内で男女

共同参画推進に携わる教員・職員を対象に専門的・実践的な研修を実施。また、大学等に

おける男女共同参画イベント情報をまとめる HPを設置し、大学等における男女共同参画

に関する取組の促進を図った。(文部科学省) 

○ 「特別研究員-RPD」制度により、博士の学位取得者で優れた研究能力を有する者が、出

産・育児による研究中断後、円滑に研究現場に復帰して研究に専念し、研究者としての

能力を向上できるよう支援。（文部科学省） 

 

２ 女子学生・生徒の理工系分野の選択促進及び理工系人材の育成 

 ○ 理工系女性人材の育成に向けた取組に賛同した企業、大学、学術団体等からなる「リ

コチャレ応援団体」及び主体的に取組を行う団体からなる「理工系女子応援ネットワー

ク」を組織し、「理工チャレンジ」サイト等を通じて団体が実施するイベント等の情報を

発信。（内閣府） 

○ 「理科教育振興法」に基づいて、公・私立の小・中・高等学校等の設置者に対して、理

科教育等設備の整備に要する経費の一部を補助。(文部科学省) 

○ 先進的な理数教育を実施している高等学校等を「スーパーサイエンスハイスクール 

（SSH）」に指定し支援。（文部科学省） 

○ 将来、学術研究を通じた知の創出をもたらすことができる創造性豊かな人材の育成を

目指し、高等学校学習指導要領を改訂し、新たな探究的科目として、「理数探究基礎」及
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び「理数探究」を新設。（文部科学省） 

○ 平成 29年度から、文部科学省及び国立研究開発法人科学技術振興機構との共催で、女

子中高生等を対象に、理工系進路選択に向けたシンポジウムを開催し、ロールモデルの

紹介等を通じて理工系進路選択後のキャリアパス等について理解を促進。(内閣府、文部

科学省) 

○ 真に支援の必要な住民税非課税世帯及びこれに準ずる者が経済的な理由によって大学

等への進学を断念することがないよう、令和２年４月から授業料等減免制度の創設と給

付型奨学金の拡充を併せて行う高等教育の修学支援新制度の実施により大学等の修学に

係る経済的負担の軽減を図る。（文部科学省） 

 ○ 女子中高生の理系進路選択支援プログラムに取り組み、女子中高生の理系分野への興

味・関心を高め、適切な進路選択を促進。（文部科学省） 

 ○ 平成 30年より、女子生徒等の理工系進路選択を社会全体で応援する機運の醸成を目的

として、多様なロールモデルとなる「STEM Girls Ambassadors(理工系女子応援大使)」

の取組を開始し、地方公共団体等が開催するシンポジウム等で Ambassadorの個人の体験

や理工系分野に進学することで得られるメリット等について講演を実施。（内閣府） 
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10 教育・メディア等を通じた意識改革､理解の促進 

＜主な施策＞ 

１ 国民的広がりを持った広報・啓発活動の展開（特に男性や若者世代を対象とした固定

的性別役割分担意識の解消のための広報・啓発）   

  ○ 平成 30年 10月 17日に男女共同参画推進連携会議企画委員会主催の「議会における

女性活躍及びメディアにおける男女共同参画について聞く会」を開催し、界各層との

情報及び意見の交換を実施。（内閣府） 

 

２ 国民的広がりを持った広報・啓発活動の展開（男女共同参画の必要性が共感できる広

報・啓発活動の推進） 

  ○ 広報紙「共同参画」、Facebook、メルマガ、ホームページ及び政府広報を活用して、  

幅広い広報を展開。（内閣府） 

  ○ 男女共同参画推進連携会議では全体会議だけではなく、チーム会、聞く会の実施、

「国・地方連携会議ネットワークを活用した男女共同参画推進事業」を実施し各界各

層との情報・意見交換その他の必要な連携を促進。また、国の男女共同参画推進連携

会議と地域段階の地方公共団体と関連団体が集まる連携会議の活動や情報を共有し、

両者とも一層効果的な活動が展開できるよう設立された「国・地方男女共同参画ネッ

トワーク」について、13府県市から 29府県市までネットワークを拡大。（内閣府） 

  ○ アジア・太平洋 輝く女性の交流事業として、令和元年 12月 1日から 12月 3日まで

の間、国内外の女性記者 33 名招き、アジア・太平洋輝く女性の交流事業として、「ア

ジア・太平洋地域 輝く女性たちの Hasshin! ～メディアが創る新しい時代～」と題

し、シンポジウムを開催するとともにテーマごとに取材・視察をし、視察等について

意見交換を実施。（内閣府） 

  

３ 男女共同参画を推進し多様な選択を可能にする教育・学習の充実 

○ 学習指導要領に基づき、児童生徒の発達の段階に応じ、労働に関する法令と関連させ

ながら雇用や労働問題等について考えることや、男女が共同して社会に参画すること、

男女が協力して家庭を築くことの重要性等について指導。（文部科学省） 

○ 令和元年度より「次世代のライフプランニング教育推進事業」において、高校生・大

学生が各人の能力や適性、学びや職業、ライフイベント（結婚、出産、育児等）を総合

的に考え、主体的に将来を選択する能力・態度を身に付ける教育機会を充実するため、

学校現場等において活用できる教育プログラムの開発・試行を実施。（文部科学省） 

○ 「男女共同参画推進のための学び・キャリア形成支援事業」において女性がリカレン

ト教育を活用して復職・再就職しやすい環境整備の在り方や、大学、地方公共団体、男

女共同参画センター等の関係機関が連携し、地域の中で女性の学びとキャリア形成・再

就職支援を一体的に行う仕組みづくりに関するモデル構築や普及啓発のための研究協

議会を実施。（文部科学省） 

○ 国立女性教育会館において、「地域における男女共同参画推進リーダー研修」（毎年）

や「学校における男女共同参画研修」（毎年）等、学校や地域等において男女共同参画

を推進する人材を養成。 
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また、「男女の初期キャリア形成と活躍推進に関する調査研究」や「男女共同参画統計

に関する調査研究」を行っている。さらに、国内外の専門的な資料や情報を取りまとめ

て整理、提供するとともに、女性アーカイブの構築を進め、全国的にその成果を還元。

（文部科学省） 

 

５ 学校教育及びメディアの分野における政策・方針決定過程への女性の参画拡大 

○ 国立女性教育会館において、「男女の初期キャリア形成と活躍推進に関する調査研究」

や「女性教員の活躍推進に関する調査研究」を実施し、生涯を見据えた早期からのキャ

リア形成支援、女性教員の管理職登用に向けた課題分析及び教員を対象とする男女共同

参画・女性活躍の視点を踏まえた研修プログラム開発に資する取組を進めた。（文部科学

省） 

 


